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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
七
弾 

山
﨑
千
三
郎
ら
の
大
井
川
疎
水
計
画 

＝
そ
の
背
景
と
挫
折
の
理
由
を
考
え
る
＝ 

中
山
正
清 

は
じ
め
に 

 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
で
、
大
井
川
源
流
部
に
掘
削
し
よ
う
と
し
て
い
る
ト
ン
ネ

ル
が
大
井
川
の
水
量
を
減
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
報
道
な
ど

で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
井
川
右
岸
用
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
掛
川

市
、
菊
川
市
な
ど
の
住
民
や
関
係
者
も
、
こ
の
問
題
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
現
在
の
大
井
川
右
岸
用
水
の
基
と
な
る
構
想
が
、
明
治
時
代
に
松
ヶ
岡
山
崎

家
八
代
目
当
主
の
千
三
郎
ら
に
よ
っ
て
「
大
井
川
疎
水
計
画
」
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
『
掛
川
市
史
』
下
巻
（
掛
川
市
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
な
ぜ
千
三
郎
ら
が
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
頃
に
こ
の
計
画
を
思
い
付

い
た
の
か
、
な
ぜ
こ
の
と
き
の
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

『
掛
川
市
史
』
な
ど
が
十
分
に
説
明
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
本
稿
は
、
明
治
二

十
年
頃
が
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
か
を
考
え
な
が
ら
、
計
画
の
背
景
と
挫
折
の
理
由
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
、
計
画
の
概
要 

 

ま
ず
、
大
井
川
疎
水
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
を
主
に
『
掛
川
市
史
』
に
よ
っ
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
、
大
井
川
の
水
を
城
東
郡
に
引
く
た
め
の
測
量
技
師
を
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う

に
関
口
隆
吉
静
岡
県
知
事
に
願
い
出
た
の
が
、
明
治
二
十
年
十
二
月
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
疎
水
工
事
測
量
願
」
〔
掛
川
市
蔵
山
崎
家
文
書
、
『
掛
川
市
史
資
料
集
』

第
二
号
（
掛
川
市
、
一
九
七
四
年
）
所
収
〕
を
出
し
た
の
は
、
山
﨑
千
三
郎
、
鳥
井
半

次
郎
、
松
本
義
一
郎
、
山
崎
徳
次
郎
で
し
た
。 

 

こ
れ
と
同
じ
頃
、
こ
の
四
人
に
河
井
重
蔵
、
三
橋
四
郎
次
、
丸
尾
文
六
も
加
え
た
計

七
人
が
「
疎
水
工
事
測
量
之
儀
ニ
付
願
」
〔
同
文
書
、
同
書
所
収
〕
を
関
口
知
事
に
提
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出
し
、
測
量
の
た
め
の
立
木
伐
採
な
ど
の
許
可
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

千
三
郎
以
外
の
出
願
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
﨑
徳
次
郎
は
、
弟
の
千
三
郎
に
家
督

を
譲
っ
た
前
山
﨑
家
当
主
。
松
本
、
鳥
井
は
山
﨑
家
と
と
も
に
「
御
三
家
」
と
称
さ
れ

た
佐
野
郡
掛
川
宿
の
資
産
家
。
河
井
は
佐
野
郡
上
張
村
、
三
橋
は
城
東
郡
丹
野
村
、
丸

尾
は
同
郡
池
新
田
村
の
資
産
家
で
す
。 

 

千
三
郎
ら
は
測
量
作
業
、
計
画
策
定
を
大
学
院
工
学
士
の
小
山
友
直
に
依
頼
し
、
明

治
二
十
一
年
二
月
二
十
日
、
松
ヶ
岡
山
崎
邸
で
相
談
、
同
年
三
月
十
日
、
河
井
重
蔵
ら

が
戸
長
役
場
に
測
量
開
始
を
届
け
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
七
月
に
は
佐
野
郡
に
も

用
水
を
引
く
こ
と
と
し
、
同
年
中
に
ほ
ぼ
測
量
作
業
は
完
了
し
た
よ
う
で
す
。 

 

実
地
測
量
の
結
果
で
あ
る
「
大
井
河
疏
水
工
事
計
画
説
明
書
」
〔
同
文
書
、
同
書
所

収
〕
は
明
治
二
十
一
年
一
月
十
一
月
付
で
小
山
工
学
士
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
大
井
川
の
取
水
口
か
ら
菊
川
（
現
島
田
市
菊
川
）
ま
で
引
き
、

菊
川
の
溜
池
か
ら
横
地
村
な
ど
を
経
て
佐
倉
で
遠
州
灘
に
注
ぐ
「
城
東
東
線
」
、
菊
川

か
ら
海
老
名
の
溜
池
を
通
り
加
茂
村
な
ど
を
経
て
沖
ノ
須
で
遠
州
灘
に
到
る
「
城
東
西

線
」
、
海
老
名
か
ら
五
明
村
な
ど
を
経
て
細
谷
村
で
原
野
谷
川
に
合
流
す
る
「
佐
野
線
」

の
三
ル
ー
ト
、
総
延
長
約
八
十
二
キ
ロ
の
計
画
。
工
費
は
地
価
を
除
い
て
四
十
万
円
と

見
積
も
ら
れ
ま
し
た
。 

翌
二
十
二
年
一
月
十
日

、
掛
川
農
学
社
と
吸
月
楼
で
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
山
﨑
家
文
書
』
の
中
の
「
疎
水
測
量
成
績
報
告
来
会
ノ
記
事
」
に
よ
る
と
、
報
告
会

に
は
山
﨑
千
三
郎
、
河
井
重
蔵
、
岡
田
良
一
郎
ら
の
資
産
家
、
佐
野
・
城
東
・
榛
原
各

郡
四
十
村
の
住
民
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
（
※
『
掛
川
市
史
』
は
四
十
五
村
と
し
て
い
ま

す
が
、
重
複
を
省
く
と
四
十
村
）
。 

 

計
画
の
実
現
に
向
け
て
報
告
会
で
大
い
に
気
勢
を
上
げ
た
、
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
報

告
会
の
様
子
や
そ
の
後

の
動
き
に
つ
い
て
記
し

た
文
書
は
、
『
山
﨑
家
文
書
』
に
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
計
画
は
こ
こ
で
立
ち
消
え
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

二
、
計
画
の
背
景 

（
ア
）
明
治
十
年
代
の
干
魃 

 

佐
野
・
城
東
両
郡
（
※
両
郡
を
合
わ
せ
て
小
笠
郡
が
発
足
す
る
の
は
明
治
二
十
九
年
）

は
古
く
か
ら
干
魃
に
悩
ま
さ
れ
多
く
の
溜
池
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『
掛
川
市
史
』
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や
『
大
井
川
右
岸
用
水

史
』
（
大
井
川
右
岸
土

地
改
良
区
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
が
指

摘
し
て
い
ま
す
。
『
大

井
川
右
岸
用
水
史
』
に

よ
る
と
、
明
治
十
六
年
夏
に
も
大
干
魃

に
見
舞
わ
れ
て
米
の
収
量
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
十
年
代
に
佐
野

・
城
東
両
郡
を
襲
っ
た

干
魃
は
こ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

『
静
岡
県
史
』
別
編

２
「
自
然
災
害
史
」
の
付

録
「
自
然
災
害
年
表
」
（
静
岡
県
、
一

九
九
六
年
）
か
ら
、
明
治
元
年
か
ら
同
三
十
年
ま
で
の
両
郡
の
干
魃
記
事
を
拾
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。 

 
 

明
治
十
一
年
五
月
十
五
日 
東
遠
地
方
、
天
気
続
き
で
田
の
水
涸
れ
、
雨
乞
い
を

行
う
（
『
静
岡
新
聞
』
）
。 

 
 

同
十
三
年
八
月
三
日 

 
 

城
東
郡
、
水
田
・
陸
田
の
水
枯
れ
甚
だ
し
い
と
報
道

（
『
函
右
日
報
』
）
。 

 
 

同
十
六
年
八
月
十
八
日 

 

掛
川
で
井
戸
涸
れ
る
と
報
道
（
『
函
右
日
報
』
）
。 

 
 

同
年
八
月
二
十
二

日 
 

 

遠
州
城
東
郡

干
魃
、
畑
作
物
に
被
害

と
報
道
（
『
函

右
日
報
』
）
。 

 
 

同
年
十
月
七
日 

 
 

 
 

掛
川
で
飲
料
水
に
困
り
井
戸
掘
る
が
効
果
な
し
の
報

道
（
『
函
右
日
報
』
）
。 

 
 

同
十
七
年
六
月
十
日 

 
 

遠
州
山
名
郡
東
部
六
十
日
間
降
雨
な
し
、
田
植
え
困

難
（
『
静
岡
大
務
』
）
。 

 
 

同
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
年
、
県
内
各
地
で
稲
不
作
。
遠
州
山
名
郡
水
旱

虫

害

に

よ

り

減

収

、

城

東

郡

南

部

粗

悪

米

収

穫

、

（
略
）
城
東
郡
地
租
の
補
助
、
豊
田
・
城
東
郡
地
租

延
期
（
『
静
岡
大
務
』
）
。 

 
 

同
十
九
年
七
月
十
三
日 

 

榛
原
・
城
東
・
君
沢
地
方
で
田
畑
に
被
害
、
雨
乞
い

の
報
道
（
『
静
岡
大
務
』
）
。 

 
 

同
二
十
六
年
六
月

下
旬 

 

掛
川
地
方
大

旱
魃
で
稲
作
大
半
が
半

作
（
『
掛
川
市

誌
』
）
。 

 

以
上
の
記
事
を
見
る
と
、
明
治
十
年
代
後
半
に
、
特
に
城
東
郡
で
干
魃
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
千
三
郎
ら
が
明
治
二
十
年
頃
に
大
井
川
疎
水
を
検

討
し
始
め
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 
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（
イ
）
東
海
道
鉄
道
掛
川
駅
の
誘
致
運
動 

 

明
治
十
九
年
頃
に
山
崎
千
三
郎
ら
は
、
遠
州
灘
沿
い
に
計
画
さ
れ
て
い
た
東
海
道
鉄

道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
）
の
ル
ー
ト
を
東
海
道
沿
い
に
変
更
す
る
よ
う
求
め
る

運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

千
三
郎
ら
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
運
動
の
中
で
城
東
郡
を
実
地
に
見
て
歩
い
た
の
で
し

ょ
う
。
政
府
へ
の
上
申
書
と
思
わ
れ
る
「
東
海
道
鉄
道
線
路
之
儀
ニ
付
上
伸
」
（
『
松
ヶ

丘
山
﨑
家
略
譜
稿
本
』
）
に
は
、
遠
州
灘
沿
岸

つ
ま
り
城
東
郡
か
ら
天

龍
川
の
河
口
ま

で
の
地
域
に
つ
い
て
「
沿
通
地
方
ノ
景
状
ヲ
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
茫
々
タ
ル
原
野
ナ
リ
、

只
山
腹
ニ
非
サ
ル
ノ
ミ
。
渺
々
タ
ル
砂
漠
ナ
リ
、
只
窮
谷
ニ
非
サ
ル
ノ
ミ
。
到
ル
処
窮

郷
僻
色
ニ
シ
テ
」
（
句

読
点
は
筆
者
）
と
評
し
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で

は
な
く
、
東
海

道
の
宿
駅
と
し
て
栄
え
た
地
域
に
鉄
道
を
通
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
大
地
主
で
あ
っ
た
千
三
郎
は
、
「
茫
々
タ
ル
原
野
」
「
渺
々
タ
ル
砂
漠
」
も
、

水
さ
え
あ
れ
ば
豊
か
な

農
地
に
一
変
す
る
と
考

え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
「
佐

野
線
」
に
つ
い
て
は
、
山
﨑
家
な
ど
の
地
元
で
あ
り
、
同
家
所
有
の
田
地
も
多
く
が
佐

野
郡
に
あ
り
干
魃
に
苦
し
む
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
、
計
画
に
加
え
た
の
で
し

ょ
う
。 

 

三
、
各
地
の
用
水
事
業 

 

明
治
十
年
代
に
は
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
農
業
用
水
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
三
大
疎
水
の
う
ち
安
積
疎
水
（
福
島
県
）
は
明
治
十
二
年
に
着
工
し
同
十
五

年
に
ほ
ぼ
完
成
、
那
須
疎
水
（
栃
木
県
）
は
同
十
八
年
の
着
工
で
同
十
九
年
の
完
成
、

明
治
用
水
は
同
十
二
年
に
着
工
し
て
十
七
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。 

 

遠
州
地
方
で
も
、
天
竜
川
の
水
を
引
い
て
磐
南
平
野
を
潤
そ
う
と
社
山
疎
水
（
現
在

の
磐
田
用
水
）
が
明
治
十
七
年
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
同
二
十
一
年
に
中
止
し
て
い
ま

す
。 

 

山
﨑
千
三
郎
ら
の
大
井
川
疎
水
計
画
も
、
時
期
的
に
考
え
て
こ
れ
ら
の
事
業
の
影
響

を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
。
以
下
、
千
三
郎
ら
が
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
用

水
事
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
み
て
い
き
ま
す
。 

（
ア
）
安
積
疎
水 

 

安
積
疎
水
は
明
治
十
年
に
大
久
保
利
通
の
建
言
で
、
士
族
授
産
の
た
め
に
猪
苗
代
湖
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の
水
を
安
積
原
野
に
引
い
た
事
業
で
す
。
『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一

九
九
六
年
）
に
よ
る
と
、
全
長
四
十
キ
ロ
、
工
費
は
六
十
万
円
で
し
た
。 

『

山

﨑

家

文

書

』

の

大

井

川

疎

水

に

関

す

る

文

書

は

「

大

井

川

疎

水

工

事

関

係

書

類
入
」
と
題
さ
れ
た
封
筒
に
一
括
し
て
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
た
書

類
名
も
封
筒
に
列
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
「
猪
苗
代
湖
水
利
見
聞
略
記 

一
冊
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
一
冊
だ
け
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
が
、
千
三
郎
ら
が

「
猪
苗
代
湖
水
利
」
（

安
積
疎
水
）
を
参
考
に

し
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。 

千

三

郎

が

頭

取

を

務

め

て

い

た

掛

川

銀

行

は

、

製

糸

金

融

を

目

的

と

し

て

福

島

県

の
三
春
と
二
本
松
に
出

張
所
を
設
け
て
い
ま
し

た
（
『
掛
川
市
史
』
下
巻
）
か
ら
、
出

張
所
か
ら
安
積
疎
水
の
情
報
が
入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

な
お
、
岡
田
良
一
郎
は
明
治
十
八
年
十
月
、
千
三
郎
の
跡
を
受
け
て
掛
川
銀
行
頭
取

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
二
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
福
島
県
に

行

っ

て

三

春

出

張

所

な

ど

を

訪

れ

て

い

ま

す

〔

海

野

福

寿

編

『

岡

田

良

一

郎

年

譜

』

（
大
日
本
報
徳
社
、
一
九
七
二
年
）
〕
か
ら
、
『
見
聞
略
記
』
は
良
一
郎
が
記
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

安

積

疎

水

の

視

察

は

、

用

水

の

効

果

や

技

術

面

で

の

参

考

に

は

な

っ

た

で

し

ょ

う

が
、
資
金
の
工
面
と
い
う
点
で
は
参
考
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
と
い
う
の
も

安
積
疎
水
は
国
営
事
業
だ
っ
た
の
に
対
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
井
川
疎
水
計
画
は
民

間
主
導
で
国
や
県
の
補
助
に
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。 

 

（
イ
）
明
治
用
水 

明

治

十

七

年

、

矢

作

川

の

水

を

現

在

の

愛

知

県

安

城

市

や

そ

の

周

辺

に

引

く

明

治

用
水
が
開
通
し
て
い
ま

す
。
『
新
版
角
川
日
本

史
辞
典
』
に
よ
る
と
、

幕
末
に
豪
農
が

建
て
た
計
画
を
商
人
の
岡
本
兵
松
、
豪
農
の
伊
予
田
八
郎
が
受
け
継
ぎ
、
愛
知
県
が
資

金
の
一
部
と
工
事
総
監
督
を
担
当
し
て
十
七
年
に
開
通
し
ま
し
た
。 

『
明
治
用
水
い
ま
・
む

か
し
』
（
明
治
用
水
土

地
改
良
区
、
二
〇
〇
四

年
）
に
よ
る

と
、
明
治
用
水
は
文
政

十
年
（
一
八
二
七
）
、

三
河
国
和
泉
村
（
現
安

城
市
）
の
都
築

弥
厚
が
幕
府
に
矢
作
川
か
ら
の
用
水
を
掘
る
こ
と
を
出
願
し
、
測
量
を
終
え
た
後
の
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
許
可
が
出
た
の
で
す
が
、
領
主
や
農
民
の
反
対
で
実
現
で
き
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ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

反
対
の
理
由
は
①
矢
作
川
の
水
を
引
く
と
台
地
が
水
浸
し
に
な
る
②
た
き
木
や
肥
料

を
採
る
入
会
地
が
な
く
な
る
③
用
水
の
用
地
と
な
る
土
地
が
つ
ぶ
れ
る―

だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。 

 

明

治

五

年

（

一

八

七

二

）

に
石

井

新

田

（

現

安

城

市
）

の

岡

本

兵

松

、

阿

弥
陀

村

（
現
豊
田
市
）
の
伊
予
田
与
八
郎
が
別
々
に
愛
知
県
に
出
願
し
、
県
は
一
つ
に
ま
と
め

て
用
水
工
事
を
許
可
し
ま
し
た
。 

二

人

は

工

事

費

を

集

め

る

の

に

苦

労

し

ま

し

た

が

、

六

人

の

協

力

者

か

ら

計

六

万

円
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
明
治
十
二
年
に
着
工
。
県
土
木
課
長
の
熱
心
な
協
力
も
あ

り
、
同
十
三
年
四
月
に
完
成
式
を
行
い
、
同
十
八
年
ま
で
に
は
ほ
ぼ
現
在
の
明
治
用
水

が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

用
水
の
総
延
長
は
約
二
百
八
十
キ
ロ
、
か
か
っ
た
経
費
は
十
六
万
三
千
円
。
新
た
に

水
田
に
な
っ
た
土
地
一
千
平
米
当
た
り
二
円
を
集
め
て
工
事
費
に
充
て
た
と
い
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
明
治
用
水
」
項
は
「
同
じ
時
代
の
安
積
疎
水
、
那
須

疎
水
と
違
い
、
民
間
の
着
想
と
資
金
調
達
だ
け
で
こ
の
歴
史
的
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
六
人
の
協
力
者
の
う
ち
最
初
に
岡
崎
宿
（
現
岡
崎
市
）
の
豪
商
田
中
勘
七
郎

が
工
事
費
用
の
半
額
を
拠
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
残
り
半
分
の
出

資
者
が
な
か
な
か
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
十
日
捜
し
た
末
に
、
海
西
郡
福
原
新

田
（
現
愛
西
市
）
の
加
藤
太
兵
衛
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
さ
ら
に
四
人

の
協
力
者
も
得
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
〔
『
愛
知
県
三
河
国
明
治
用
水
歴
史
』
（
斎
藤
長
吉

編
輯
兼
発
行
、
一
九
一
六
年
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〕
。 

『

掛

川

市

史

』

下

巻

に

よ

る

と

、

山

﨑

徳

次

郎

ら

は

明

治

二

十

一

年

四

月

、

三

河

疎
水
を
視
察
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
三
河
疎
水
」
と
い
う
の
は
明
治
用
水
を
指
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
「
民

間
の
着
想
と
資
金
調
達

だ
け
で
」
成
功
さ
せ
た

明
治
用
水
は
、

大
井
川
疎
水
の
モ
デ
ル
と
す
べ
き
事
業
だ
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

（
ウ
）
枝
下
用
水 

千

三

郎

ら

が

静

岡

県

令

に

大

井

川

疎

水

工

事

の

「

測

量

願

」

を

出

し

た

の

が

明

治

二
十
年
十
二
月
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
四
日
に
愛
知
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県
の
許
可
が
正
式
に
お
り
て
開
削
事
業
が
始
ま
っ
た
の
が
、
矢
作
川
の
水
を
現
在
の
豊

田

市

南

西

部

に

引

く

枝

下

（

し

だ

れ

）

用

水

（

現

在

は

明

治

用

水

の

一

部

）

で

す

。

「
豊
田
市
近
代
の
産
業
と
く
ら
し
発
見
館
」
の
平
成
二
十
八
年
度
企
画
展
『
枝
下
用
水

１
３
０
年
史
』
な
ど
に
よ
る
と
、
枝
下
用
水
は
明
治
二
十
三
年
に
幹
線
（
約
二
十
一
キ

ロ
）
と
東
井
筋
（
約
九
キ
ロ
）
が
通
水
し
、
同
年
八
月
三
日
に
竣
工
祝
賀
式
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

熊

澤

美

弓

「

枝

下

用

水

を

巡

る

人

々

」
〔
『

矢

作

川

研

究

』

№

１

７

（

二

〇

〇

三

年
）
〕
に
よ
る
と
、
明

治
用
水
と
同
じ
く
矢
作

川
か
ら
水
を
引
く
枝
下
用
水
は
、
当
初

は
都
築
弥
厚
の
計
画
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
計
画
が
縮
小
さ
れ
た
た
め
、
現
在
の

豊
田
市
南
西
部
一
帯
で
は
依
然
と
し
て
溜
池
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

明
治
十
年
頃
か
ら
地
元
の
「
七
人
組
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
用
水
路
工
事
を
計
画
。

同
十
三
年
に
は
名
古
屋
・
東
京
・
丹
羽
郡
（
愛
知
県
西
部
）
な
ど
の
実
業
家
八
人
に
よ

る
「
矢
作
川
分
水
用
水
開
削
願
」
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
実
現
に
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

同
十
六
年
に
は
愛
知
県
の
主
導
で
開
削
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
翌
年
の
矢
作
川
の
大

洪
水
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
十
九
年
に
な
っ
て
、
長
府
藩
出
身
の

実
業
家
時
田
光
介
ら
が
「
用
水
路
自
費
開
削
許
可
願
」
が
愛
知
県
知
事
に
出
し
て
許
可

さ
れ
、
翌
年
に
は
近
江
商
人
で
大
阪
銀
行
創
設
発
起
人
に
な
る
な
ど
企
業
家
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
西
澤
真
蔵
も
計
画
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

伊
藤
俊
満
『
水
神 

西
澤
真
蔵 

枝
下
用
水

の
原
点
を
求
め
て
』
〔

愛
知
県
教
育
文

化
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕
に
よ
る
と
、
枝
下
用
水
に
よ
っ
て
灌
漑
さ
れ
る
地
域
が
真

蔵
の
取
引
先
の
一
つ
だ
っ
た
た
め
、
出
資
を
懇
願
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

明
治
二
十
三
年
に
完
工
式
が
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
時
点
で
完
成
し
た
の
は
予

定
し
て
い
た
水
路
の
半
分
程
度
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
費
は
予
算
額
の
二
倍
の
六
万
円

も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
水
路
や
堤
防
の

修
復
工
事
に
費
用
が
か
か
っ
た
た
め
で
し
た
。 

 

こ
れ
以
降
は
県
や
時
田
光
介
が
開
削
事
業
か
ら
手
を
引
い
た
た
め
、
真
蔵
が
責
任
者

と
な
っ
て
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
真
蔵
は
海
外
に
ま
で
事
業
を
広
げ
て
巨
万
の

富
を
手
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
枝
下
用
水
工
事
の
た
め
に
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を

使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。 
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（
エ
）
社
山
疎
水 

 

次
に
、
社
山
疎
水
に
つ
い
て
、
農
業
農
村
整
備
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ

ト
『
水
土
の
礎
』
に
よ
っ
て
み
て
み
ま
す
。 

 

磐
南
平
野
に
天
龍
川
か
ら
水
を
引
こ
う
と
い
う
計
画
は
、
江
戸
時
代
後
半
に
幕
府
の

役
人
犬
塚
祐
一
郎
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
平
野
最
北
端
の
社
山
に
ト
ン
ネ
ル
を

掘
っ
て
用
水
を
造
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕
末
に

な
っ
て
有
志
が
計
画
案
を
幕
府
に
上
申
し
た
も
の
の
、
幕
府
倒
壊
で
こ
れ
も
消
滅
。
そ

の
後
も
明
治
六
年
と
同
十
一
年
に
も
浜
松
県
な
ど
に
上
申
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実

現
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

明
治
十
六
年
、
周
智
郡
長
足
立
孫
六
が
七
十
村
余
り
を
取
り
ま
と
め
て
内
務
省
の
許

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
や
県
の
助
成
を
受
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
の
で

す
が
、
同
二
十
年
頃
に
な
っ
て
、
設
計
ミ
ス
で
社
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
数
メ
ー
ト
ル

高
く
て
水
が
流
れ
な
い
こ
と
が
判
明
。
明
治
二
十
一
年
八
月
、
工
事
の
中
止
を
決
め
ま

し
た
。 

 

事
業
費
は
、
当
初
の
見
込
み
十
六
万
円
（
う
ち
政
府
の
補
助
六
万
円
）
で
、
そ
の
後

さ
ら
に
六
万
円
の
補
助
が
認
め
ら
れ
た
〔
『
嶽
陽
名
士
伝
』
「
足
立
孫
六
之
伝
」
（
山
田

萬
作
編
輯
兼
発
行
、
一

八
九
一
年
）
〕
の
で
す

が
、
残
念
な
結
果
に
終

わ
っ
た
の
で
し

た
。 

 

こ
の
と
き
、
ち
ま
た
で
は
「
社
山 

山
の
キ
ツ
ネ
に
だ
ま
さ
れ
て 

金
は
出
し
た
が 

水
は
コ
ン
コ
ン
」
と
い
う
唄
が
は
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
四
年
に
県
議
会
で
磐
田
用
水
幹
線
改
良
事
業
が
可
決
さ
れ
、
同
八
年

に
着
工
。
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
資
材
不
足
や
物
価
高
騰
で
工
事
が
停
滞
し

た
の
で
す
が
、
金
原
治
山
治
水
財
団
の
寄
付
な
ど
の
お
か
げ
で
同
十
九
年
七
月
、
磐
田

用
水
は
完
成
し
た
の
で
し
た
。 

 

山
﨑
千
三
郎
ら
の
大
井
川
疎
水
計
画
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
社
山
疎
水
工
事
の
着
工
に

刺
激
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
井
川
疎
水
の
工
費
は
社
山
疎
水
の
倍
以
上
と

見
込
ま
れ
、
し
か
も
社
山
の
よ
う
に
失
敗
す
る
恐
れ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
で

は
、
佐
野
・
城
東
両
郡
の
資
産
家
達
の
腰
が
引
け
て
し
ま
う
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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（
オ
）
大
井
川
疎
水
計
画
と
の
比
較 

 

明
治
、
枝
下
、
社
山
の
各
用
水
事
業
に
は
、
以
下
の
共
通
点
を
指
摘
で
き
ま
す
。
ま

ず
、
江
戸
時
代
か
ら
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
。
明
治
、
枝
下
両
用
水
は
地
元
の
強
い
反
対

が
あ
り
ま
し
た
。 

両

用

水

は

、

明

治

時

代

に

な

っ

て

工

事

が

始

ま

っ

て

も

反

対

す

る

村

々

が

あ

り

ま

し
た
が
、
明
治
用
水
を
推
進
し
た
岡
本
兵
松
は
「
工
事
が
で
き
あ
が
れ
ば
、
恨
む
村
は

三
か
村
、
喜
ぶ
村
は
数
十
か
村
、
な
に
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
」
と
言
っ
て
、
工
事
を
進

め
ま
し
た
（
前
述
の
水
土
里
ネ
ッ
ト
『
明
治
用
水
』
）
。 

社
山
疎
水
の
場
合
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
地
方
行
政
制
度
が
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
着
工
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
足
立
孫
六
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。 

 

一
方
、
大
井
川
疎
水
に
つ
い
て
は
、
山
﨑
千
三
郎
ら
の
前
に
構
想
が
あ
っ
た
形
跡
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
突
然
提
案
さ
れ
た
用
水
計
画
で
、
自
分
の
土
地
が
用
水
の
経
路
に

当
た
る
地
主
の
中
に
は
、
納
得
し
な
い
者
も
い
た
こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
『
掛
川
市
誌
』

は
「
当
時
の
人
々
は
こ

の
大
規
模
な
計
画
を
千

三
郎
の
道
楽
だ

と
笑
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
実
現
可
能
性
の
低
い
計
画
だ
と
冷
笑
し
、
協
力
的
で

は
な
い
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
大
井
川
疎
水
計
画
が
明
治
・
枝
下
・
社
山
各
用
水
事
業
の

何
倍
も
の
工
費
が
必
要
だ
と
見
積
も
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
大
井
川
疎
水
計
画
の
工
費
は

土
地
代
を
除
い
て
四
十
万
円
だ
っ
た
の
に
対
し
。
明
治
用
水
は
十
六
万
三
千
円
、
枝
下

用
水
は
六
万
円
、
社
山
疎
水
十
六
万
円
で
し
た
。
大
井
川
疎
水
の
場
合
、
大
井
川
か
ら

佐
野
・
城
東
両
郡
に
水
を
引
く
た
め
に
は
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
に
工
費
が
膨
ら
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

明
治
用
水
の
場
合
は
、
事
業
の
中
心
は
地
元
の
岡
本
兵
松
と
伊
予
田
与
八
郎
で
、
最

大
の
出
資
者
は
近
隣
の
岡
崎
宿
の
田
中
勘
七
郎
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
に

県
西
部
の
加
藤
太
兵
衛
ら
の
協
力
を
仰
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
枝
下
用
水
の
実

現
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
地
元
と
取
り
引
き
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
の
関
わ
り
し
か
な
か

っ
た
西
澤
真
蔵
の
存
在
が
不
可
欠
で
し
た
。 

 

ま
た
、
社
山
疎
水
は
足
立
孫
六
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
工
事
は
失
敗
に
終

わ
り
、
成
功
の
た
め
に
は
金
原
治
山
治
水
財
団
の
寄
付
が
必
要
で
し
た
。 
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こ
れ
に
対
し
、
大
井
川
疎
水
計
画
で
は
千
三
郎
、
河
井
重
蔵
ら
佐
野
郡
の
資
産
家
が

中
心
と
な
り
城
東
郡
か
ら
も
三
橋
四
郎
次
、
丸
尾
文
六
が
加
わ
る
と
い
う
陣
容
で
、
地

元
の
資
産
家
の
名
前
し
か
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
他
か
ら
の
資
本
導
入
が
な
い
限
り
、
計
画

の
実
現
は
難
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
試
み
が
あ
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 

四
、
松
方
財
政
の
後
遺
症 

 

関
口
隆
吉
が
静
岡
県
知
事
と
な
る
前
、
元
老
院
議
官
だ
っ
た
明
治
十
六
年
に
地
方
巡

察
使
と
し
て
関
東
・
東
海
地
方
の
一
府
八
県
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
静
岡
県

分
の
復
命
書
が
『
関
口
元
老
院
議
官
地
方
巡
察
復
命
書
［
静
岡
県
］
』
（
関
口
泰
編
輯
、

一
九
四
〇
年
、
巌
松
堂
書
店
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
書
は
明
治
十
六
年
当
時
の
静
岡
県
の
現
況
を
記
し
て
い
て
興
味
深
い
の
で
す
が
、

こ
こ
で
は
「
土
木
起
工
ノ
現
況
」
か
ら
い
く
つ
か
の
項
目
を
引
用
し
ま
す
。 

 
 

一
、
東
海
道
々
路
ハ
県
属
ニ
シ
テ
、
追
々
之
レ
ガ
改
良
ヲ
謀
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
、
方

今
地
方
費
多
端

ナ
ル
ガ

故
ニ
、
忍
ン
デ

只
姑
息

ノ
補
繕
ヲ
加
フ

ル
ニ
過

ギ
ズ
。

（
略
） 

 
 

一
、
河
港
堤
防
ハ
、
曩
ニ
国
庫
支
出
ヲ
廃
セ
ラ
レ
タ
ル
ヨ
リ
、
従
前
官
営
ノ
堤
防

等
ハ
悉
皆
之
ヲ
町
村
属
ト
為
ス
モ
、
其
経
費
ニ
至
ツ
テ
ハ
町
村
一
切
負
担
シ
得

ル
ノ
見
込
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
前
官
給
ノ
額
ヲ
地
方
税
ノ
補
助
ニ
採
リ
施
工
セ
シ
メ

シ
ニ
、
昨
今
非
常
ノ
多
額
ヲ
要
シ
（
略
） 

 
 

一
、
不
毛
地
開
墾
等
、
追
々
人
民
公
益
上
ニ
着
眼
シ
、
疎
水
開
鑿
又
ハ
静
岡
清
水

間
ニ
鉄
道
敷
設
等
ノ
事
ヲ
熱
心
シ
、
三
四
ノ
大
事
業
ヲ
起
サ
ン
ト
大
ニ
憤
発
心

ヲ
起
セ
リ
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
主
要
幹
線
道
路
の
は
ず
の
東
海
道
（
県
の
所
管
）
で
さ
え
も
「
姑
息

ノ
補
繕
」
を
加
え
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
町
村
の
管
轄
と
さ
れ
た
河
港
堤
防
の
整
備
の

た
め
の
経
費
も
町
村
は
負
担
で
き
な
い
と
い
っ
た
、
厳
し
い
地
方
財
政
事
情
が
う
か
が

え
ま
す
。 

 

安
積
疎
水
も
そ
の
一
例
と
さ
れ
る
明
治
時
代
前
期
の
殖
産
興
業
政
策
は
、
明
治
十
四

年
に
大
蔵
卿
に
就
任
し
た
松
方
正
義
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
、
増
徴
し
た
租
税
が
軍
備
拡

張
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
に
使
わ
れ
た
こ
と
（
『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
「
松
方
財
政
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項
」
）
が
、
地
方
財
政

困
窮
の
原
因
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
社

山
疎
水
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
「
疎
水
開
鑿
」
な
ど
の
事
業
が
進
め
ら
れ
た
と
、
関
口
元
老
院
議
官
は

指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

大
井
川
疎
水
計
画
が
発
案
さ
れ
た
明
治
二
十
年
頃
に
な
っ
て
も
、
地
方
財
政
が
大
幅

に
好
転
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
の
補
助
を
受
け
た
社
山
疎
水
が
失
敗
し
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
千
三
郎
ら
は
国
や
県
に
は
多
く
を
頼
り
難
か
っ
た
は
ず
で
、
民
間
が

主
体
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

五
、
第
一
回
衆
院
選 

 

枝
下
用
水
に
お
け
る
西
澤
真
蔵
の
よ
う
な
存
在
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
佐
野
・
城

東
両
郡
の
資
産
家
達
が
一
致
協
力
す
れ
ば
、
大
井
川
水
は
実
現
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
か
っ
た
一
因
に
、
地
域
の
有
力
者
の
間
で
政
治
的
な

対
立
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

明

治

二

十

三

年

十

一

月

の

第

一

回

帝

国

議

会

開

催

に

向

け

、

同

年

七

月

に

第

一

回

衆
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
政
府
は
当
然
、
そ
れ
以
前
か
ら
選
挙
法
な
ど
の
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
〔
末
木
孝
典
「
明
治
期
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
選
挙
区
割
り
と
選
挙

区
人
口
」
（
『
選
挙
研
究

』
三
〇
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
〕
か
ら
、
資
産
家
達
は
来
る

選
挙
を
意
識
し
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

第
一
回
衆
院
選
挙
で
佐
野
・
城
東
・
榛
原
の
三
郡
は
静
岡
第
四
区
で
し
た
。
こ
の
と

き
の
選
挙
結
果
は
次
の
通
り
で
す
〔
『
静
岡
県
政
史
話
』
（
静
岡
県
、
一
九
二
九
年
）
〕
。 

 
 

当
選
・
岡
田
良
一
郎 

 

一
三
八
八
票 

 
 

 
 

 

丸
尾
文
六 

 
 

一
一
八
八
票 

 
 

 
 

 

三
橋
四
郎
次 

 
 

 
 

八
票 

 
 

 
 

 

板
倉
甫
十
郎 
 

 
 

 

六
票 

 
 

 
 

 

河
井
重
蔵 

 
 

 
 

 

三
票 

 
 

 

（
以
下
七
人
は
省
略
） 

 

大
井
川
疎
水
計
画
に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
資
産
家
の
う
ち
太
字
の
四
人
が
立
候
補

し
て
い
ま
す
。
千
三
郎
は
立
候
補
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
東
海
道
鉄
道
掛
川
駅
誘
致
や
大

井
川
疎
水
計
画
で
行
動
を
と
も
に
し
た
河
井
重
蔵
を
支
援
し
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

政
治
的
な
対
立
が
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
傾
け
か
ね
な
い
大
事
業
に
一
致
協
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力
し
て
取
り
組
む
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
山
﨑
徳
次
郎
は
、
明
治
二
十
二
年
、

息
子
覚
次
郎
の
東
京
帝
国
大
学
卒
業
に
伴
い
、
掛
川
を
離
れ
て
上
京
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
、
い
っ
た
ん
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
か
と
思
え
た
大
井
川
疎
水
計
画
が

頓
挫
し
た
後
、
千
三
郎
は
掛
川
と
森
と
の
間
の
交
通
路
の
整
備
に
尽
力
し
ま
す
。
明
治

二
十
三
年
に
掛
川
森
間
道
路
に
着
工
、
同
二
十
五
年
に
完
成
さ
せ
ま
す
。
翌
二
十
六
年

に
は
掛
川
森
間
馬
車
鉄
道
敷
設
を
出
願
、
二
十
八
年
に
は
掛
川
二
俣
間
鉄
道
敷
設
を
出

願
し
ま
す
が
、
二
十
九
年
に
は
そ
の
結
果
を
み
る
こ
と
な
く
四
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

山
崎
千
三
郎
ら
に
よ
る
「
大
井
川
疎
水
計
画
」
が
立
ち
消
え
と
な
っ
た
後
、
大
井
川

か
ら
小
笠
郡
に
水
を
引
く
と
い
う
構
想
は
、
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
一
年
に
小
笠
用
水

施
設
期
成
同
盟
会
が
発
足
し
て
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
、
同
二
十
三
年
に
農
林
省
が

が
調
査
を
開
始
。
同
三
十
二
年
に
起
工
式
、
同
四
十
三
年
に
国
営
大
井
川
農
業
水
利
事

業
の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
（
『
大
井
川
右
岸
用
水
史
』
）
。 

 

千
三
郎
ら
の
計
画
か
ら
国
営
大
井
川
農
業
用
水
事
業
の
完
成
ま
で
八
十
年
近
い
年
数

が
経
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
こ
の
間
に
大
井
川
用
水
に
関
し
て
は
何
の

動
き
も
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

明
治
時
代
に
静
岡
県
技
師
を
務
め
て
い
た
山
本
正
至
が
、
『
牧
野
原
疎
水
事
業
経
始
』

と
い
う
調
査
報
告
書
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
『
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
』
所

収
の
鈴
木
武
雄
「
『
幾
何
学
原
論
』
の
翻
訳
者
山
本
正
至
に
つ
い
て
」
（
二
〇
一
一
年
）

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
以
善
会
・
佐
藤
四
郎
さ
ん
の
御
教
示
に
よ
る
）
。 

 

こ
の
論
文
に
よ
る
と
、
取
水
場
所
は
千
三
郎
ら
の
計
画
（
現
島
田
市
神
尾
）
や
現
在

の
取
水
場
所
（
同
市
神

座
）
よ
り
は
る
か
上
流

の
上
長
尾
（
現
川
根
本

町
）
。
資
金
計

画
は
総
計
五
十
八
万
円
四
千
六
百
八
十
三
円
余
で
、
資
金
償
却
方
法
な
ど
も
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

『
牧
野
原
疎
水
事
業
経
始
』
を
未
見
の
た
め
、
こ
の
調
査
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
な

ど
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
山
本
正
至
は
社
山
疎
水
の
測
量
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、

社
山
疎
水
の
失
敗
に
懲
り
て
取
水
場
所
を
上
長
尾
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
旧
小
笠
郡
の
各
地
域
に
多
大
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
大
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井
川
か
ら
の
用
水
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
千
三
郎
ら
の
計
画
も
含
め
て
ま
だ
ま
だ
不
明

な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
稿
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
研
究
が
進
み
、
大
井
川
の
恵
み

が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
了
） 


